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◇市報は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）に発行します。新聞折り込みのほか、市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、
小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ。 平成26（2014）. 6 . 5

みんなでごみをヘラスンジャー▽食前の「いただきます」には、食材となる動植物の命を頂くという
意味も込められているといわれます。食卓のご飯や料理に感謝の心を持ち、「もったいない」の気持ち
で、おいしく、むだなく、きちんと食べましょう。
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平
成　

年
度
の
市
民
税
お
よ
び
都
民
税

２６

税
額
決
定
・
納
税
通
知
書
を
次
の
と
お
り

発
送
し
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
税
額
を
確

認
の
う
え
、
大
切
に
保
管
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

発
送
日　

６
月　

日
（
火
）

１０

対　

象　

普
通
徴
収
の
方
（
年
４
回
に
分

け
て
個
人
で
納
付
す
る
方
）、
年
金
特
別

徴
収
の
方
（
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
で

納
付
す
る
方
）

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
に
は
、
口
座

振
替
納
税
者
用
の
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
。

※
納
税
通
知
書
は
、
市
民
税
・
都
民
税
を

納
め
る
た
め
の
納
付
書
で
あ
る
と
同
時
に

税
額
の
決
定
通
知
書
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
年
金
か
ら
市
民
税
・
都
民
税
が

全
額
引
き
落
と
さ
れ
る
な
ど
の
理
由
で
納

付
書
が
不
要
な
方
に
対
し
て
も
、
税
額
を

　

都
で
は
、
法
人
事
業
税
・
地
方
法
人
特

別
税
・
法
人
都
民
税
、　

区
内
の
事
業
所

２３

税
・
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
に
つ
い

て
、 
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ 
（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ

エ　

ル　

タ　

ッ　

ク　

ス

ス
テ
ム
）
を
利
用
し
た
電
子
申
告
な
ど
の

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別

税
・
法
人
都
民
税
、　

区
内
の
事
業
所
税

２３

は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
た
電
子
納
税

も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

▽
利
用
手
続
き
に
つ
い
て
…
ヘ

ル
プ
デ
ス
ク
緯
０
５
７
０
（
０
８
１
）
４

５
９

▽
申
告
内
容
や
審
査
・
納
税
に
つ
い
て
…

立
川
都
税
事
務
所
法
人
事
業
税
係
・
徴
収

管
理
係
緯
０
４
２
（
５
２
３
）
３
１
７
１

 　

投
票
立
会
人
と
は
、
選
挙
の
際
に
投
票

事
務
が
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
投
票
所
で

立
ち
会
う
人
の
こ
と
で
す
。
政
治
や
選
挙

に
目
を
向
け
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
す
の

で
、　

歳
代
の
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

２０

い
ま
す
。

　

報
酬
や
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
小
平
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

歳
代

　

歳
代
のの

２０２０投
票
立
会
人

投
票
立
会
人
をを

募
集
募
集　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

小
平
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
緯　

（
３
４
６
）
９
５
７
６

０４２

  
怯
危
険
物　

一
人
一
人
が　

責
任
者

　

６
月
８
日
（
日
）
か
ら　

日
（
土
）
ま

１４

で
は
危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

　

一
般
的
に
危
険
物
と
言
え
ば
ガ
ソ
リ
ン

や
灯
油
な
ど
の
燃
料
類
を
思
い
浮
か
べ
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
接
着
剤

や
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
、
防
水
ス
プ
レ
ー
、
ア

ウ
ト
ド
ア
で
使
用
す
る
燃
料
や
消
毒
用
の

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
、
身
の
回
り
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
危
険
物
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
製
品
を
安
易
に
取
り
扱
っ
た

り
、
廃
棄
し
た
り
す
る
と
火
災
な
ど
の
事

故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
身
近
な
危
険
物
の
存
在

に
つ
い
て
も
う
一
度
確
認
し
、
正
し
い
取

り
扱
い
や
保
管
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課
防
火
管
理

係
緯　

（
３
４
１
）
０
１
１
９

０４２

 　

市
内
に
あ
る
草
の
根
事
業
育
成
財
団
が

助
成
の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。
市
民

の
寄
付
金
を
原
資
と
し
た
医
療
・
福
祉
分

野
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
対
す
る
助
成
金
制

度
で
す
。

募
集
事
業　

８
月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２７

官
公
署
だ
よ

官
公
署
だ
よ
りり

危
険
物
安
全
週
間

小
平
消
防
署

助
成
事
業
を
募
集

草
の
根
育
成
助
成

月　

日
ま
で
に
都
内
で
行
わ
れ
る
医
療
・

３１
福
祉
分
野
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
事
業

募
集
団
体　

東
京
都
に
拠
点
を
有
す
る
非

営
利
活
動
団
体
（
任
意
団
体
を
含
む
）

助
成
額　

１
事
業
当
た
り
上
限　

万
円
、

５０

補
助
率　

％
以
内

５０

申
込
み　

６
月　

日
（
金
）
ま
で
（
消
印

２０

有
効
）
に
、
問
合
せ
先
へ

※
詳
し
く
は
、
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp://w
w
w
.kusanoneikusei.

net)  
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

草
の
根
事
業
育
成
財
団
緯　
０４２

（
３
２
１
）
１
１
３
２
（
平
日
の
午
前　
１０

時
〜
午
後
４
時
）、
市
民
生
活
部
市
民
協

働
担
当
緯　

（
３
４
６
）
９
８
０
９

０４２

 
怯
シ
ル
バ
ー
ガ
イ
ド

▽
ア
ジ
サ
イ
の
咲
く
高
幡
不
動
尊
と
土
方

歳
三
の
故
郷
を
訪
ね
る

と　

き　

６
月　

日
（
木
）　

雨
天
実
施

１２

集　

合　

午
前
９
時
、
京
王
線
高
幡
不
動

駅
高
幡
不
動
尊
側
改
札
口

費　

用　

参
加
料
６
百
円

申
込
み　

問
合
せ
先
へ

怯
パ
ソ
コ
ン
教
室

▽
７
月
〜
８
月
の
募
集

と
こ
ろ　

小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー※
詳
し
く
は
、
公
民
館
、
図
書
館
、
地
域

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
込
み　

６
月　

日
（
木
）
ま
で
に
、
問

１９

合
せ
先
へ

問
合
せ　

小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
緯　

（
３
４
４
）
２
１
２
０

０４２ シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

通
知
す
る
目
的
で
納
税
通
知
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

※
給
与
特
別
徴
収
の
方
（
給
与
か
ら
の
引

き
落
と
し
で
納
付
す
る
方
）
は
５
月　

日
１２

（
月
）
に
勤
務
先
へ
発
送
済
み
で
す
。

 　

平
成　

年
度
市
民
税
・
都
民
税
の
納
税

２６

義
務
者
は
、
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
で

２６

次
に
該
当
す
る
方
で
す
。

▽
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

▽
市
内
に
住
所
は
な
い
が
家
屋
敷
や
事
務

所
・
事
業
所
な
ど
が
あ
る
方

 　

市
民
税
・
都
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
方

（
非
課
税
の
方
）
へ
は
税
額
決
定
・
納
税

通
知
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

▽
生
活
保
護
法
に
よ
っ
て
生
活
扶
助
を
受

け
て
い
る
方

▽
障
が
い
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦
ま
た
は

寡
夫
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
百　

万
２５

円
以
下
（
給
与
収
入
で
２
百
４
万
４
千
円

未
満
）
の
方

▽
合
計
所
得
金
額
が　

万
円
蓋
（
本
人
・

３５

控
除
対
象
配
偶
者
・
扶
養
親
族
の
合
計
数
）

＋　

万
円
以
下
の
方
（
控
除
対
象
配
偶
者

２１
ま
た
は
扶
養
親
族
を
有
す
る
場
合
に
限
り

　

万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
）

２１
納

税

義

務

者

-
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住
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
方
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住
民
税
は
、
市
民
に
均
等
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
「
均
等
割
」
と
、
所
得
に
応
じ

て
負
担
し
て
い
た
だ
く
「
所
得
割
」
が
あ

り
ま
す
。

　

均
等
割
は
５
千
円
（
う
ち
都
民
税
分
１

千
５
百
円
）、
所
得
割
の
税
率
は　

％
（
う

１０

ち
都
民
税
分
４
％
）
で
す
。
な
お
、
分
離

課
税
の
場
合
、
所
得
の
種
類
に
よ
っ
て
税

率
が
異
な
り
ま
す
。

 　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
地
方
公
共

団
体
の
防
災
施
策
の
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
臨
時
の
措
置
と
し
て
市
民
税
・
都
民

税
の
均
等
割
の
額
が
、
平
成　

年
度
か
ら

２６

平
成　

年
度
ま
で
の　

年
間
、
４
千
円
か

３５

１０

ら
５
千
円（
う
ち
都
民
税
分
１
千
５
百
円
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
引
き
上
げ
に
よ
る
均
等
割
の
増
額

分
は
、
防
災
行
政
無
線
の
改
修
や
通
信
基

盤
の
整
備
、
非
常
用
電
源
設
備
の
整
備
な

ど
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使

わ
れ
ま
す
。

 　

平
成　

年
度
の
市
民
税
お
よ
び
都
民
税

２６
住
民
税
の
税
率

-

/
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均
等
割
の
額
が
変
わ
り
ま
す

-
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証
明
書
が
必
要
な
方
は

-

/

.

0

111

111
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2
2
2
2
2
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2
2
2
2

課
税
・
非
課
税
証
明
書
は
、
６
月　

日
１０

（
火
）
か
ら
発
行
し
ま
す
（
給
与
特
別
徴

収
の
み
の
方
は
５
月　

日
（
月
）
か
ら
発

１２

行
し
て
い
ま
す
）。

 　

住
民
税
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ

て
い
る
方
で
、
平
成　

年
１
月
１
日
以
後

２６

も
引
き
続
き
小
平
市
に
お
住
ま
い
の
場
合

は
、
平
成　

年
２
月
に
引
き
落
と
し
さ
れ

２６

た
税
額
と
同
額
が
、
平
成　

年
４
月
・
６

２６

月
・
８
月
の
年
金
定
期
支
給
時
に
そ
れ
ぞ

れ
仮
徴
収
（
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
）
さ

れ
ま
す
。

 　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在　

歳
で
、
年

２６

６５

金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
年
金
所
得
に

対
す
る
住
民
税
の
引
き
落
と
し
が
始
ま
り

ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
開
始
時
期
は

　

月
支
給
の
年
金
か
ら
と
な
る
た
め
、
６

１０月
と
８
月
の
２
回
に
分
け
て
、
納
付
書
な

ど
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

問
合
せ　

税
務
課
市
民
税
担
当
緯　

（
３

０４２

４
６
）
９
５
２
２
・
９
５
２
３

年
金
か
ら
の
仮
徴
収
が

始
ま
っ
て
い
ま
す

-

/

.
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歳
に
な
ら
れ
た
方

６５
-

/

.
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必
要
書
類
を
問
合
せ
先
へ
持
参

怯
説
明
会

と　

き　

６
月　

日
（
水
）　

午
後
２
時

１１

〜
３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
５
階
５
０
５
会
議
室

問
合
せ　

市
民
生
活
部
市
民
協
働
担
当

（
市
役
所
１
階
）
緯　

（
３
４
６
）
９
８

０４２

０
９

 
怯
一
緒
に　

で
き
る
と
い
い
な
、
こ
ん
な

こ
と　

こ
だ
い
ら

　

昨
年
度
実
施
の
い
き
い
き
協
働
事
業
、

市
民
活
動
支
援
公
募
事
業
の
事
例
発
表
も

あ
り
、
仲
間
づ
く
り
や
新
し
い
地
域
の
動

き
が
体
感
で
き
る
、
楽
し
い
企
画
で
す
。

　

市
職
員
と
の
対
話
の
場
を
通
じ
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
市
が
つ
な
が
り
、
さ
ら
な

る
地
域
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

７
月
９
日
（
水
）　

午
後
１
時

　

分
〜
４
時

３０と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

費　

用　

無
料

定　

員　
　

人
３０

※
保
育
７
人
あ
り
ま
す
（
６
か
月
児
か
ら

未
就
学
児
ま
で
、
７
月
４
日
（
金
）
ま
で

に
、
要
申
込
み
）。

講　

師　

朝
比
奈
ゆ
り
さ
ん
（
東
京
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
専
門

員
）、
宮
地
成
子
さ
ん
（
場
所
づ
く
り
研
究

所
プ
レ
イ
ス
）

申
込
み　

７
月
４
日
（
金
）
ま
で
に
、
問

合
せ
先
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　

市
民
生
活
部
市
民
協
働
担
当
緯

　

（
３
４
６
）
９
８
０
９
、
俊　

（
３
４

０４２

０４２

協
働
事
業
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

支

援

交

流

会

６
）
９
５
７
５
、
死dd0030@

city.k
odaira.lg.jp

 
怯
市
民
活
動
資
金
の
作
り
方
と 
活 
か
し
方

い

　

安
定
し
た
団
体
運
営
を
行
う
た
め
に
、

多
種
多
様
な
財
源
や
資
金
調
達
方
法
を
戦

略
的
に
考
え
る
こ
つ
な
ど
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

７
月
９
日
（
水
）　

午
前
９
時

　

分
〜
正
午
・　

日
（
木
）　

午
後
１
時

３０

１７

　

分
〜
午
後
４
時　

全
２
回

３０と
こ
ろ　

小
平
元
気
村
お
が
わ
東
第
二
会

議
室

費　

用　

無
料

対　

象　

市
民
活
動
団
体
お
よ
び
市
民
活

動
に
関
心
が
あ
る
方

定　

員　
　

人
３０

※
保
育
６
人
あ
り
ま
す
（
１
歳
児
か
ら
就

学
前
ま
で
。
菓
子
代
百
円
。
７
月
２
日

（
水
）
ま
で
に
、
要
申
込
み
）。

講　

師　

熊
谷
紀
良
さ
ん
（
東
京
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
統
括
主

任
）、
八
木
亜
紀
子
さ
ん
（
同
セ
ン
タ
ー
専

門
員
）

申
込
み　

７
月
８
日
（
火
）
ま
で
（
月
曜

日
を
除
く
）
に
、
小
平
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
あ
す
ぴ
あ
へ
（
先
着
順
）
緯　
０４２

（
３
４
８
）
２
１
０
４
、
俊　

（
３
４
８
）

０４２

２
１
１
５
、
死info@

kodaira-shi
m
inkatsudo-ctr.jp

 　

市
で
は
、
公
園
・
道
路
・
緑
道
な
ど
で

清
掃
活
動
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

あ
す
ぴ
あ

あ
す
ぴ
あ

あ
す
ぴ
あ

あ
す
ぴ
あ

小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

公
園
・
道
路
等

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

募
集
し
て
い
ま
す
。
快
適
な
環
境
や
花
の

あ
る
風
景
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

内　

容　

公
園
、
歩
道
な
ど
の
清
掃
・
緑

化
活
動

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）９
５
５
６
、
み
ち
づ
く
り
課
緯　
（
３
０４２

４
６
）
９
８
２
４

 
怯
映
画
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

講
師
に
よ
る
映
画
制
作
に
関
す
る
講

座
・
撮
影
現
場
見
学
・
演
出
・
撮
影
・
編
集

を
実
践
し
、
一
つ
の
映
画
作
品
を
作
り
ま

す
。
完
成
し
た
映
画
は
、
講
習
最
終
日
に

保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
で
発
表
し
ま
す
。

と　

き　

８
月　

日
（
日
）
〜
平
成　

年

２４

２７

２
月　

日
（
日
）　

全　

回
（
予
定
）

２２

２７

と
こ
ろ　

保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
（
西
東

京
市
中
町
１
們
５
們
１
）

費　

用　

１
万
円（
途
中
返
還
し
ま
せ
ん
）

対　

象　

小
平
市
、
東
村
山
市
、
清
瀬
市
、

東
久
留
米
市
、
西
東
京
市
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
中
学
２
年
生
以
上
の
方
で
、
映
画

制
作
に
興
味
が
あ
り
、
熱
い
情
熱
を
お
持

ち
の
方

※
中
学
生
は
保
護
者
の
送
迎
が
必
要
で

す
。

※
映
画
関
係
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
方
の

応
募
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

定　

員　
　

人
３０

申
込
み　

６
月　

日
（
月
）
か
ら
７
月　

１６

３１

日
（
木
）
ま
で
に
、
所
定
の
応
募
用
紙
を

問
合
せ
先
へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

※
応
募
用
紙
は
、
６
月
９
日
（
月
）
か
ら
、

政
策
課
（
市
役
所
３
階
）
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
西
東
京
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht

多
摩
六
都

フ
ェ
ア

tp://w
w
w
.city.nishitokyo.lg

.jp)  
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

問
合
せ　

保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
緯
０
４

２
（
４
２
１
）
１
９
１
９

 　

前
日
準
備
・
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
語
学
力
は
問
い
ま
せ
ん
。

と　

き　

７
月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）

１９

２０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
、
福
祉
会
館
前
市
民

広
場

活
動
内
容　

会
場
案
内
・
管
理
、
来
場
受

付
ほ
か

問
合
せ　

小
平
市
国
際
交
流
協
会
緯　
０４２

（
３
４
２
）
４
４
８
８
（
火
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

 
と　

き　

７
月　

日
（
土
）　

午
後
４
時

１９

　

分
〜
８
時　

雨
天
実
施

３０と
こ
ろ　

あ
お
ぞ
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
鈴

木
町
一
丁
目
４
７
２
番
地
）

内　

容　

場
内
整
理
、
誘
導
、
模
擬
店
販

売
の
補
助
ほ
か

主　

催　

小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会

こ

だ

い

ら

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

わ
く
わ
く
納
涼
祭

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

第　

回
１６

申
込
み　

６
月　

日
（
金
）
ま
で
（
土
曜
・

２０

日
曜
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時　

分
か
ら

３０

午
後
５
時
ま
で
に
、
あ
お
ぞ
ら
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
林
へ
緯　

（
３
２
６
）
４
９
８
０
、

０４２

俊　

（
３
２
６
）
４
９
７
６

０４２

 
怯
初
級
コ
ー
ス

と　

き　

６
月　

日
〜
平
成　

年
３
月　

１４

２７

２８

日
の
土
曜
日　

午
後
６
時　

分
〜
８
時

３０

と
こ
ろ　

小
平
元
気
村
お
が
わ
東

費　

用　

月
２
千
円

対　

象　

初
め
て
ハ
ン
グ
ル
語
を
学
ぶ
方

定　

員　

若
干
名

講　

師　

安
藤
ま
り
子
さ
ん

主　

催　

小
平
ユ
ネ
ス
コ
協
会

後　

援　

小
平
市
教
育
委
員
会

申
込
み　

西
村
へ
緯　

（
３
４
１
）
７
９

０４２

４
１

 
怯
文
化
学
園
大
学
創
立　

周
年
記
念
公
開

５０

公
演

▽
メ
イ
ク
の
力
と
心　

メ
イ
ク
に
は
人
を

元
気
に
す
る
力
が
あ
る

　

リ
ハ
ビ
リ
メ
イ
ク
の
第
一
人
者
か
づ
き

れ
い
こ
さ
ん
に
師
事
す
る
講
師
が
、
人
を

元
気
に
す
る
リ
ハ
ビ
リ
メ
イ
ク
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
得
た
メ
イ
ク
の
力
に
つ
い

ハ
ン
グ
ル
語
講
座

小
平
ユ
ネ
ス
コ
協
会

公

開

講

座

て
語
り
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
土
）　

午
後
２
時

１４

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

文
化
学
園
大
学
小
平
キ
ャ
ン
パ

ス※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

無
料

講　

師　

西
奈
ま
る
か
さ
ん
（
フ
ェ
イ
シ

ャ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

文
化
学
園
大
学
緯　
（
３
２
７
）

０４２

８
８
８
２

怯
白
梅
学
園
大
学　

家
族
・
地
域
支
援
セ

ミ
ナ
ー

▽
地
域
包
括
ケ
ア
を
ど
う
つ
く
る
か　

柏

モ
デ
ル
か
ら
考
え
る

　

増
え
続
け
る
要
介
護
や
認
知
症
の
高
齢

者
を
地
域
で
ど
う
支
え
て
い
く
の
か
、
事

例
を
挙
げ
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
（
金
）　

午
後
６
時

１１

〜
８
時

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

費　

用　

２
千
円

定　

員　

３
百　

人
５０

講　

師　

辻
哲
夫
さ
ん
（
東
京
大
学
高
齢

社
会
総
合
研
究
機
構
特
任
教
授
）
ほ
か

申
込
み　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
送
付
で

問
合
せ
先
へ

問
合
せ　

白
梅
学
園
大
学
教
育
・
福
祉
研

究
セ
ン
タ
ー
（
〒　

們
８
５
７
０　

小
川

１８７

町
１
們
８
３
０
）
緯　

（
３
４
６
）
５
６

０４２

３
９
、
俊　

（
３
４
６
）
５
６
５
２

０４２

　

議
会
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
て
、
議
会

は
ど
う
変
わ
る
の
か
、
市
民
生
活
の
何
が

変
わ
る
の
か
。

　

こ
の
た
び
制
定
し
た
議
会
基
本
条
例
を

基
に
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
講
師
に
よ
る
講
演
と
皆
さ
ん
と
の

意
見
交
換
を
行
う
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
か
ら
ご
意
見
や
ご
提
案

を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
土
）　

午
後
２
時

１４

〜
４
時

と
こ
ろ　

健
康
セ
ン
タ
ー
４
階
視
聴
覚
室

費　

用　

無
料

定　

員　
　

人
程
度

８０

講　

師　

廣
瀬
克
哉
さ
ん
（
法
政
大
学
法

学
部
教
授
）

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　

議
会
事
務
局
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
６
６

怯
児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
、
小
平
市

心
身
障
害
児
福
祉
手
当

　

現
在
、
児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
（
育

成
手
当
、
障
害
手
当
）、
小
平
市
心
身
障
害

児
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
現

況
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
届
け
出
の

用
紙
は
５
月　

日
３０

（
金
）
に
発
送
し
ま

し
た
。

　

こ
の
現
況
届
は
、

引
き
続
き
手
当
が
受

給
で
き
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切
な
届

け
出
で
す
。
届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
６

月
分
以
降
の
手
当
（　

月
振
り
込
み
）
を

１０

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
現
況
届
の
提
出
は
８
月
で
す
（
８
月
初

旬
に
通
知
し
ま
す
）。

提
出
期
限　

６
月　

日
（
火
）
ま
で

１７

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
。

提
出
先　

児
童
課
、
東
部
・
西
部
出
張
所
、

動
く
市
役
所

問
合
せ　

児
童
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

４
４

　
　

歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

６５
の
加
入
者
で
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
、
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族

は
、
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

怯
退
職
者
医
療
制
度

　

被
用
者
保
険
（
会
社
の
健
康
保
険
や
公

務
員
の
共
済
組
合
な
ど
）
に
長
期
の
加
入

期
間
が
あ
り
、
退
職
後
国
保
に
加
入
さ
れ

た
方
の
医
療
費
の
一
部
は
被
用
者
保
険
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
国
保
加
入
者
全
体
の
国
民
健

康
保
険
税
負
担
を
軽
減
し
、
国
保
財
政
を

支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、
退

職
者
医
療
制
度
で
す
。

　

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
が

対
象
で
す
。

怯
退
職
被
保
険
者
本
人
と
な
る
方

▽
国
保
に
加
入
し
て
い
る

▽　

歳
未
満
で
あ
る

６５
▽
被
用
者
年
金（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
）

を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
そ
の
加
入
期
間

が　

年
以
上
ま
た
は　

歳
以
降　

年
以
上

２０

４０

１０

で
あ
る

怯
退
職
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
と
な
る
方

▽
国
保
に
加
入
し
て
い
る

▽　

歳
未
満
で
あ
る

６５
▽
退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
一
の
世
帯
に

属
し
、
主
と
し
て
退
職
被
保
険
者
の
収
入

に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
三
親
等

内
の
親
族
で
あ
る

▽
年
間
収
入
が
百　

万
円
未
満
（　

歳
以

３０

６０

上
ま
た
は
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
障
害

年
金
の
受
給
要
件
に
該
当
す
る
程
度
の
障

が
い
の
あ
る
方
は
百　

万
円
未
満
）
で
あ

８０

る怯
手
続
き

　

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
、
年
金
の
受

給
の
手
続
き
を
す
る
と
年
金
証
書
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
。
年
金
証
書
到
達
日
の
翌
日

か
ら　

日
以
内
に
、
保
険
年
金
課
（
市
役

１４

所
１
階
）
ま
た
は
東
部
・
西
部
出
張
所
で

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の　

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
年
金
証
書

問
合
せ　

保
険
年
金
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
２
９

　

市
で
は
、
市
内
（
あ
か
し
あ
通
り
よ
り

西
側
で
お
お
よ
そ
水
車
通
り
付
近
ま
で
の

地
域
）
に
居
住
し
、
平
成　

年　

月
１
日

２６

１０

か
ら
、
自
宅
で
３
人
か
ら
５
人
ま
で
の
０

歳
か
ら
２
歳
児
ま
で
を
保
育
し
て
く
だ
さ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
開
設
す
る
た
め
に

は
、
一
定
の
要
件
（
保
育
士
、
教
員
、
助

産
師
、
保
健
師
、
看
護
師
の
資
格
な
ど
）

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
案
内
の
配
布　

７
月　

日
（
金
）
ま

１１

で
、
保
育
課（
市
役
所
２
階
）窓
口
で
配
布

※
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
み　

７
月　

日
（
金
）
ま
で
（
土
曜
・

１１

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時　
３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
、
申
込
書
と
必

要
書
類
を
問
合
せ
先
へ
持
参

問
合
せ　

保
育
課
緯　

（
３
４
６
）
９
６

０４２

０
１

 　

東
京
土
建
小
平
支
部
で
は
、
市
内
６
会

場
で
包
丁
研
ぎ
、
ま
な
板
削
り
、
無
料
住

宅
相
談
（
耐
震
相
談
を
含
む
）、
子
ど
も
木

工
教
室
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
日
）　

午
前　

時

１５

１０

〜
午
後
３
時

※
包
丁
研
ぎ
、
ま
な
板
削
り
の
受
付
は
午

第　

回
住
宅
デ
ー

３７
東
京
土
建
小
平
支
部

の
高
校
生
以
下
…
無
料

対　

象　

中
学
生
以
上

定　

員　

各　

人
８０

内　

容　

陰
整
数
論
、
素
数
の
話
、
隠
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
、
観
測
的
実
証
へ

の
期
待

講　

師　

陰
近
藤
智
さ
ん
（
カ
ブ
リ
Ｉ
Ｐ

Ｍ
Ｕ
特
任
助
教
、
理
学
博
士
）、
隠
佐
藤
勝

彦
さ
ん
（
自
然
科
学
研
究
機
構
機
構
長
、

カ
ブ
リ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
客
員
上
級
科
学
研
究

員
）

申
込
み　

陰
は
６
月
９
日
（
月
）
ま
で

（
必
着
）、
隠
は
６
月　

日
（
月
）
ま
で

２３

（
必
着
）
に
、
は
が
き
に
開
催
日
、
イ
ベ

ン
ト
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
（
学
年
）、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

問
合
せ
先
へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、
当
選
者
の
み
に
参
加
券
を
発
送
）

※
多
摩
六
都
科
学
館
に
あ
る
申
込
書
、
多

摩
六
都
科
学
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.tam

arokuto.or.jp)  

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

６
月
の
休
館
日　

９
日
〜　

日
の
月
曜
日

３０

問
合
せ　

多
摩
六
都
科
学
館
（
〒　

們
０

１８８

０
１
４　

西
東
京
市
芝
久
保
町
５
們　

們
１０

　

）
緯
０
４
２
（
４
６
９
）
６
１
０
０

６４

平
成

年

平
成　

年
度度

２６２６

市
民
市
民
税税
・・
都
民
都
民
税税

（
住
民
税

（
住
民
税
））

市
民
と
議
会

市
民
と
議
会
のの

意
見
交
換

意
見
交
換
会会

後
１
時
ま
で
。

と
こ
ろ　

東
部
公
園
（
第
五
小
寄
り
）、
天

神
地
域
セ
ン
タ
ー
、
厚
生
信
用
組
合
小
平

支
店
駐
車
場
、
福
祉
会
館
前
市
民
広
場
、

中
島
地
域
セ
ン
タ
ー
、
多
摩
信
用
金
庫
小

平
支
店
駐
車
場

後　

援　

国
土
交
通
省
、
東
京
都
、
小
平

市
、
小
平
市
教
育
委
員
会
、
小
平
市
社
会

福
祉
協
議
会
ほ
か

怯
家
具
転
倒
防
止
金
具
の
取
り
付
け

費　

用　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方
ま

６０

た
は
障
が
い
の
あ
る
方
が
い
る
世
帯

※
昨
年
に
東
京
土
建
の
無
料
施
工
を
利
用

し
た
方
と
賃
貸
物
件
に
居
住
の
世
帯
を
除

く
。

定　

数　

５
件

内　

容　

た
ん
す
な
ど
へ
の
Ｌ
型
金
具
の

取
り
付
け
（
２
か
所
）

申
込
み　

６
月
６
日
（
金
）
〜　

日
（
火
）

１０

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
、
問
合
せ

先
へ

問
合
せ　

東
京
土
建
小
平
支
部
緯　

（
３

０４２

４
２
）
２
８
４
６

怯
屋
根
工
事
の
勧
誘
に
ご
用
心

　

屋
根
工
事
の
契
約
に
関
す
る
相
談
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
例　
「
近
所
で
工
事
を
し
て
い
た
ら
、

お
宅
の
屋
根
に
不
具
合
が
あ
る
の
が
見

え
た
。
無
料
で
点
検
す
る
」
と
言
い
、

業
者
が
自
宅
に
来
た
。
点
検
後
、「
屋

根
の
塗
装
が
剥
が
れ
て
い
る
。
塗
装
し

た
ほ
う
が
い
い
」
と
言
わ
れ
、
値
引
き

し
て
く
れ
た
の
で
契
約
し
て
し
ま
っ

た
。
高
額
な
契
約
だ
し
、
本
当
に
屋
根

に
不
具
合
が
あ
っ
て
、
工
事
が
必
要
な

の
か
わ
か
ら
な
い
。
解
約
し
た
い
。

▽
相
談
結
果

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
の
相
談

で
し
た
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法

を
助
言
し
、
業
者
に
相
談
者
が
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
す
る
と
伝
え
、
無
条
件
で

解
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▽
相
談
室
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

突
然
、
自
宅
に
来
た
業
者
と
す
ぐ
に

契
約
す
る
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
契
約

す
る
場
合
は
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も

り
を
取
り
、
慎
重
に
検
討
し
て
か
ら
契

約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
は
、
契

約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
間
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
も
解

約
で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、

早
急
に
消
費
生
活
相
談
室
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

怯
小
平
市
消
費
生
活
相
談
室

受
付
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時

電
話
番
号　

緯　
（
３
４
６
）９
５
５
０

０４２

小
平
市
認
定
家
庭
福
祉
員

（
保
育
マ
マ
）
を
募
集

怯
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
宇
宙
２
０
１
４

　

茶
菓
子
を
楽
し
み
な
が
ら
カ
ブ
リ
数
物

連
携
宇
宙
研
究
機
構
の
講
師
と
共
に
宇
宙

の
謎
に
迫
り
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

陰
６
月　

日
（
土
）　

午
後
３

２１

時
〜
４
時　

分
、
隠
７
月
６
日
（
日
）　

３０

午
後
３
時　

分
〜
５
時　

分

５０

２０

費　

用　

大
人
５
百
円
、
イ
ベ
ン
ト
参
加

いきいき協働事業

★

★

多
摩
六
都

　
　

科
学
館

★

現
況
届
の

提
出
を

　

地
域
の
団
体
か
ら
提
案
さ
れ
た
公
益
性

の
高
い
事
業
を
、
次
年
度
に
提
案
団
体
と

市
が
協
働
で
行
う
も
の
で
す
。

募
集
事
業　

地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
公
益
的
な
も
の
で
、
協
働
に
よ
る
相
乗

効
果
が
期
待
で
き
る
事
業
ほ
か

※
提
案
事
業
の
採
択
は
、
選
考
審
査
会
で

行
い
ま
す
。

募
集
団
体　

自
主
的
に
社
会
貢
献
活
動
を

行
っ
て
い
る
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
非
営
利
の
団
体

▽
市
内
ま
た
は
隣
接
す
る
市
を
主
な
活
動

範
囲
と
し
て
い
る

▽
定
款
や
規
則
、会
則
な
ど
を
持
ち
、会
計

処
理
が
１
年
以
上
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

▽　

人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る

１０
▽
宗
教
活
動
、
政
治
活
動
を
主
な
目
的
に

し
て
い
な
い

限
度
額　

１
事
業
２
百
万
円
（
税
込
み
）

募
集
要
項
・
提
案
書
類
の
配
布　

問
合
せ

先
、
小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
配

布
（
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）

申
込
み　

６
月　

日
（
金
）
か
ら
７
月　

１３

２２

日
（
火
）
ま
で
に
、
事
前
に
連
絡
の
う
え
、

国
民
健
康
保
険

退
職
者
医
療
制
度
の

届
け
出
を

市と協働で
行う事業を
募集

税
額
決
定
・
納
税
通
知
書
を

発

送

-

/

.

0

11111

11111

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

便
利
な
電
子
申
告
・

電
子
納
税
等
の
ご
利
用
を

消
費
生
活
相
談
室

だ
よ
り

消
費
生
活
相
談
室

だ
よ
り

消
費
生
活
相
談
室

だ
よ
り
②②


